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協力隊
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佐藤 健太 隊員

ショーン
コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.74

　この間、家族そろって鷹巣神社で七五三をしました。

双子の息子に、人生で初めて袴や羽織を着せました。

　「日本人じゃないのによく七五三をやりますね！」

や「あなたの国に七五三みたいな行事はありますか？

（ないです！）」とよく言われますが、これこそ日本に

住んでみたいという気持ちになった理由の１つです。

このような行事に日本の長い歴史が感じられ、小さい

ころから日本の美意識に興味を持つきっかけになり、

今でも憧れています。しかし、形は違いますが、子ど

もがプレゼントをもらったり、家族の健康を祈ったり

「あらっ、ない！」と気付いたものを急いでネット

ショッピングで買ったりするのは、自分の国の風習に

も似ているところです。国際的になってくる社会なの

で、七五三など日本の文化に興味のある人に届くよう

に、情報共有したくなります。

　ちなみに、２人が着ている羽織は、模様がお互い全

く違います。やはり、普段から、なかなか「おそろい」

や「色 違 い」が

手に入らないこ

とが、双子を育

てている大変な

ところなのです

よ！

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
佐
藤
健
太

で
す
。
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
か

ら
今
月
12
月
で
１
年
が
経
ち
ま
す
。

　
１
年
目
は
２
年
目
以
降
の
活
動
の

肥
や
し
と
す
る
た
め
に
、
様
々
な
資

格
を
取
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
１
つ
目
は
、
ド
ロ
ー
ン
操
縦
士
で

す
。
鳥
の
よ
う
に
上
空
か
ら
俯
瞰
す

る
映
像
を
撮
り
た
く
て
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
。
人
が
簡
単
に
行
け
な
い

滝
や
森
吉
山
麓
上
空
を
撮
っ
て
い
ま

す
。
　
２
つ
目
は
、
星
の
ソ
ム
リ
エ
（
星

空
案
内
人
）
で
す
。
こ
ち
ら
は
資
格

取
得
を
目
指
し
勉
強
中
で
す
が
、
モ

ン
ベ
ル
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
星
空

観
察
会
の
講
師
を
す
る
機
会
が
あ
り
、

秋
の
星
座
の
案
内
を
し
ま
し
た
。
当

日
の
夜
は
素
晴
ら
し
い
星
空
が
見
え
、

参
加
者
に
も
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
３
つ
目
は
、
登
山
ガ
イ
ド
で
す
。

森
吉
山
の
魅
力
を
県
内
外
の
方
に
直

接
伝
え
た
く
て
検
定
試
験
を
受
け
合

格
し
、
登
山
ガ
イ
ド
の
認
定
を
受
け

ま
し
た
。
今
後
、
ガ
イ
ド
協
会
へ
の

登
録
を
経
て
、
登
山
ガ
イ
ド
を
始
め

ま
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
個
人
ガ
イ

ド
の
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
２
年
目
は
、
取
得
し
た
資
格
等
を

活
か
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
撮
影
し
た
映

像
等
の
情
報
発
信
や
、
登
山
ガ
イ
ド

や
星
空
案
内
人
と
し
て
、
県
内
外
の

方
と
交
流
し
な
が
ら
森
吉
山
と
北
秋

田
市
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
の
皆
さ
ま
、
今
後
と
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２
年
目
に
入
り
ま
す

き
た
あ
き
た
の

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

18
日（
火
）▽
秋
田
県
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
協
議
会（
秋
田
市
）

19
日（
水
）▽
第
１
８
１
回
東
北
市
長
会
総
会（
山
形
市
）

20
日（
木
）▽
新
年
度
予
算
編
成
方
針
打
合
せ（
本
庁
舎
）

22
日（
土
）▽
北
秋
田
市「
産
業
祭
」開
会
テ
ー
プ
カ
ッ
ト（
鷹
巣
体
育
館
）▽
北
秋
田
市

「
文
化
祭
」芸
術
文
化
表
彰
授
与
式（
文
化
会
館
）

23
日（
日
）▽
北
秋
田
市「
産
業
祭
」農
産
物
表
彰（
鷹
巣
体
育
館
）

25
日（
火
）▽「
中
嶋
オ
リ
ッ
ク
ス
」目
指
せ
日
本
一
！
応
援
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ（
コ
ム
コ
ム
）

27
日（
木
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
総
合
教
育
会
議（
コ
ム
コ
ム
）

28
日（
金
）▽
金
田
勝
年
国
会
議
員
在
職
永
年
表
彰
を
祝
う
会（
東
京
都
）

29
日（
土
）▽
森
吉
山
ダ
ム
10
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
コ
ム
コ
ム
）

30
日（
日
）▽
池
上
朝
子
北
秋
田
市
豪
雨
水
害
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト（
コ
ム
コ
ム
）

31
日（
月
）▽
北
秋
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
知
事
表
彰
等
受
賞
報
告
会（
本
庁
舎
）▽
子

ど
も
人
権
デ
ー
の
集
い
in
森
吉
中（
森
吉
中
学
校
）

１
日（
火
）▽
第
２
回
秋
田
県
伝
統
的
工
芸
品
月
間
推
進
協
議
会（
秋
田
市
）▽
第
２
回

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
取
締
役
会（
秋
田
市
）

２
日（
水
）▽
東
北
国
道
協
議
会
総
決
起
大
会（
盛
岡
市
）

４
日（
金
）▽
国
道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
合
同
要
望（
秋
田
市
〜
能
代
市
）

５
日（
土
）▽
北
秋
田
市
食
育
推
進
事
業「
食
育
フ
ェ
ス
タ
」（
コ
ム
コ
ム
）

７
日（
月
）▽
北
秋
田
市
農
政
意
見
交
換
会（
本
庁
舎
）▽
国
道
１
０
５
号
大
曲
・
鷹
巣

道
路
整
備
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム（
コ
ム
コ
ム
）

８
日（
火
）▽
北
秋
田
市
議
会
全
員
協
議
会（
本
庁
舎
）

９
日（
水
）▽
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
要
望
活
動（
東
京
都
）▽
安
全
・
安
心

の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大
会（
東
京
都
）

11
日（
金
）▽
第
18
回
北
秋
田
市
社
会
福
祉
大
会（
文
化
会
館
）

12
日（
土
）▽
第
47
回
地
域
の
医
療
を
考
え
る
集
い（
コ
ム
コ
ム
）

13
日（
日
）▽
鷹
巣
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会「
輝
け
！
女
性
の
集
い
」〜
映
像
で
見
る
講

演
会・ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
〜（
文
化
会
館
）

14
日（
月
）▽
北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式（
コ
ム
コ
ム
）▽
秋
田
県
市
長
会

表
彰
盾
伝
達
式（
市
職
員
勤
続
30
年
）（
本
庁
舎
）

15
日（
火
）▽
国
道
整
備
期
成
同
盟
会
合
同
要
望
活
動（
仙
台
市
）

◇
10
月
16
日
〜
11
月
15
日

七 五 三

▲星空観察前の星の解説の様子（筆者：真ん中）

男女
共同参画
第９回

12
月
は
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
撲
滅
月
間
で
す

　
令
和
元
年
５
月
に
成
立
し
た
「
改
正

労
働
施
策
総
合
推
進
法
」（
通
称
：
パ

ワ
ハ
ラ
防
止
法
）
で
は
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
こ
の
よ
う
に
定
義
し
て
い

ま
す
。

①
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動

②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超

え
た
も
の

③
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
も

の
（
身
体
的
も
し
く
は
精
神
的
な
苦
痛

を
与
え
る
こ
と
）

こ
の
①
〜
③
ま
で
の
要
件
を
全
て
満
た

す
も
の
が
パ
ワ
ハ
ラ
と
な
り
ま
す
。

　
優
越
的
な
関
係
は
、
職
務
上
の
地
位

に
限
ら
ず
、
そ
の
行
為
者
に
対
し
て
、

抵
抗
や
拒
絶
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
状

況
に
あ
る
場
合
な
ど
は
、
同
僚
や
部
下

に
よ
る
言
動
で
も
パ
ワ
ハ
ラ
に
該
当
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
４
月
か
ら
、
大
企
業
だ
け
で

な
く
、
中
小
企
業
に
も
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
」
が
義
務
付
け
ら

れ
、
事
業
主
は
、
職
場
に
お
け
る
パ
ワ

ハ
ラ
防
止
の
た
め
に
、
雇
用
管
理
上
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
義
務
が
あ
り
、
適

切
な
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
場
合
は
是

正
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
職
場
内
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク

ハ
ラ
な
ど
の
数
々
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、

そ
の
会
社
の
印
象
が
悪
く
な
っ
た
り
、

離
職
者
が
発
生
し
貴
重
な
人
材
を
損
失

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
な
ど
、
企
業
に

と
っ
て
も
大
き
な
問
題
と
な
り
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
相
談
窓
口
の
設
置
や
周
知
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
付
け

る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
の
他
、
良
好
な
人
間
関
係

を
保
つ
た
め
に
、
自
分
自
身
で
も
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

▲厚生労働省
　「あかるい
　職場応援団」


